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実用装置での試験結果は、図 2 に示すように滞留時間1. 5 分以
内で実用装置の脱塩素率は 99%以上で、脱塩素試験と同様の結果を得た 2)。
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第 3 章 外熱式ロータリーキルンを使用した熱分解技術の開発
本研究は、第 2 章で開発した一廃プラの脱塩素技術で脱塩素された溶融プラスチックを連続的に






















運転状態(連続、間欠) 一般廃プラ 収量(kg) 収率(wt%)
実験材料 熱分解温 造粒物度("C) 投入量(kg) 艶分解油 残這 熱分解油 残澄 ガス('C) (h,) 生成量 生成量
450 60 35.2 7.2 58.6% 11.9% 29.5% 
一般廃プラ
450 連続 80 43.4 7.6 54.3% 9.5% 36.3% (久喜宮代)
480 連続 70 39.5 9.2 56.5弛 13.1% 30.4弛
450 60 42.4 5.1 70.7% 8.6% 20.8也
一般廃プラ
480 連続 60 39.4 3.3 65.6% 5.5% 28.9% (札幌)












































































































150 200 250 
温度 (OC)





。第 5 章 社会システムの課題と評価
容器包装リサイクル法におけるプラスチック製
容器包装のリサイクルは、材料リサイクル(MR) と化
学リサイクル (CR) があり、 MR は入札で優先的に
取扱われているため、 MR 事業者が増加し、過当競









。 H18落札量(トン) ・ H19落札量 (1':-ン t. H20落札量(トン)
図 6 北海道における CR 事業者落札結果
第 6 章 総括
本研究では、乾式脱塩素技術と熱分解技術を併
用することにより、廃プラ熱分解油化技術の実用化
を果たすことができた。 PVC と PET を含む廃プラ
の商用大型熱分解油化施設は、現状、世界で 1 基の
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実用化を果たすことができ、世界で 1基のみが運用し、約 1 1 年の長期運転を達成できた。本研究の成果は、社会
システムの変化に柔軟に対応できる熱分解油化協府の発展に寄与するところが少なくない。
よって，材命文同専士〈環境科学)の学位論文として合格と認める。
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